












Sustainable integrated policies for radioactivity 




 One of the major effects of the nuclear accident at the Fukushima Daiichi Nuclear Power 
Plant was the radioactive contamination of agricultural fields, and foods made in contamination Area. The 
chapter first explains the mechanisms whereby rice plants absorb cesium, a major radioactive substance 
released by the accident. This chapter then discusses the importance of the measurement and mapping 
of radioactivity in soils, the implementation of cultivation methods that reduce the transfer of radioactive 
substances to crops, and the development of radioactivity monitoring systems for agricultural products. 
In particular this chapter highlights the importance of linking the cultivation-level strategies, including 
mapping and radioactive absorption mitigation, with the distribution-level strategies, such as agricultural 
product inspection. 




















































































































































































































































の基準値が 100Bq/kg となった。2013 年、2014
年になっても、福島県内では、ソバ、ダイズ、ゆ
ず、柿、栗などは、汚染が顕著な地域で基準値









法 と し て、「 フ ァ イ ト レ メ デ ィ エ ー シ ョ ン 」
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マワリを密に植えて、土壌 50kg から 1kg のヒマ
ワリができるなら、土壌に含まれる放射性セシウ
ムの総量は 5000Bq/kg × 50kg ＝ 250,000Bq と
なる。このうちヒマワリに移行する放射性セシウ
ムの量は 5000Bq/kg × 0.02=100Bq である。ヒ
マワリの根が広がる領域にあった放射性セシウム
の吸収量は、1/2500 に過ぎない。
　セシウム 134 の半減期はおよそ 2 年、セシウ
ム 137 の半減期はおよそ 30 年である。セシウ
ム 134 は放射性壊変により一年間で約 70％に減
少し、二年間で約 50％に減る。セシウム 137 は
一年間で約 97％に減少し、二年間で約 95％に減
る。つまりヒマワリなど栽培しなくても、セシウ
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生産から検査までの持続可能で体系立った放射能対策の構築








係が認められず、“ 見かけ ” の移行係数も 0.1 か






























































































中の交換性カリウムが 12 ～ 15mg/100 g と決し
て低い値ではないのに、玄米に高いセシウム吸収
が見られた “ 外れ値 ” 水田が 2011 年と同様に確





②葉茎の放射性セシウム濃度を 7 月中旬と 8 月中旬
で比較した時、一般的な水田では 7 月の値の方が






























社 が 開 発 し た NaI ス ペ ク ト ロ メ ー タ ー
（AT6101DR）を用いて、JA が掌握する福島市
内の全水田と全果樹園を圃場毎での放射能計測を
進めてきた。2014 月 12 月末に、約 20000 の水



















るようにした。それにより Google Earth 上での
可視化に止まらず、1）圃場一筆毎のデータ（地
権者情報、耕作履歴、土壌の化学組成 etc）と放
写真 1　「AT6101DR コントロールパネル」 写真 2　「AT6101DR 測定器」














に 2012 年度から 2014 年度までの米の全量全袋
検査の結果を示す。
　2012 年度は基準値 100 ベクレルを超える事例
が 71 袋確認された。2013 年、2014 年と事故か
ら時間が経つにつれて、放射能が検出されるコ











-25（Bq/kg） 10,323,561（99.78％） 10,999,206（99.93％） 10,900,805（99.98%）
25-（Bq/kg） 20,357（0.2％） 6,484（0.06％） 1,904（0.02%）
50-（Bq/kg） 1,678（0.016％） 493（0.0045％） 12（0.0001%）
75-（Bq/kg） 389（0.0038％） 323（0.003％） 2（0.00002%）
100-（Bq/kg） 71（0.0007％） 28（0.0003％） 0 
合計 10,346,086（100％） 11,006,534（100％） 10,902,694（100%）
2015 年 2 月 13 日時点



















は、“ 車の両輪 ” である。これまで水稲試験栽培、
放射性物質の分布マップ、コメの全量全袋検査の
動向と成果を紹介してきたが、これらはそれぞれ

























































る。福島大学では、JA 新ふくしまや JA 福島中
央会と連携しながら、「生産工程管理」（図 7）を
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